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技
術
の
習
得
は
模
倣
か
ら
始
ま
る
。
新
し
い
海
外
の
技
術
が

大
挙
し
て
移
入
さ
れ
た
明
治
初
頭
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
模
倣
」

そ
の
も
の
が
国
家
的
な
規
模
で
奨
励
さ
れ
た
。
明
治
十
年
か
ら

始
ま
る
内
国
勧
業
博
覧
会
の
「
有
巧
賞
牌
」
の
評
価
基
準
に
は

「
物
産
の
…
模
造
移
植
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
技
術
は
移
植
先
特

有
の
状
況
を
反
映
し
て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
く
。
我
が
国

に
舶
載
さ
れ
た
人
体
模
型
の
コ
ピ
ー
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
比
較
対

照
し
、
加
え
ら
れ
た
創
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
時
代
の
医
学
教
育
の
状
況
を
異
な
っ
た
角
度
か
ら
考
え
て
み

た
い
。平

成
八
年
に
九
州
大
学
医
学
部
で
保
存
の
確
認
さ
れ
た
等
身

大
の
人
体
解
剖
模
型
に
関
し
て
、
第
一
○
三
回
、
第
一
○
四
回

８
模
倣
の
中
の
創
意

Ｉ
九
州
大
学
医
学
部
所
蔵
人
体
模
型
の
結
紮
部
位
表
現

月
澤
美
代
子

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

医
史
学
・
医
の
人
間
学
研
究
室

の
日
本
医
史
学
会
総
会
で
紹
介
を
行
い
、
こ
れ
が
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
舶
載
さ
れ
た
ン
巨
園
自
問
制
作
の
紙
塑
人
体
模
型
を
模
倣
し

て
国
内
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
今
回
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
次

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
大
人
体
模
型
に
は
、

浅
筋
膜
を
一
部
切
開
し
た
状
態
で
の
神
経
、
動
脈
、
静
脈
の
立
体

的
な
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
を
行
っ

て
き
た
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、
扁
巨
扁
隠
輿
国
房
旦
厨

号
冨
巨
の
号
ｇ
月
旦
①
勺
胃
扇
、
三
房
２
日
画
○
国
富
里
③
Ｐ
①

三
房
開
号
目
８
月
扁
輿
ン
冒
臼
○
日
房
目
ｚ
①
巨
ｇ
匡
侭
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
ン
匡
目
匡
×
制
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
見
ら
れ
な
い

九
大
人
体
解
剖
模
型
独
自
の
特
色
で
あ
る
。

九
大
人
体
模
型
に
は
欠
失
部
位
が
多
く
、
全
体
の
状
態
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
残
存
部
の
う
ち
、
右
上

肢
、
右
半
身
で
計
一
一
箇
所
、
浅
筋
膜
を
一
部
切
開
し
た
状
態

で
の
局
所
解
剖
学
的
表
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

右
上
肢
に
お
い
て
は
、
側
腕
部
で
上
腕
動
脈
、
さ
ら
に
は
、
僥

骨
動
脈
に
沿
っ
て
筋
膜
が
切
開
さ
れ
、
内
部
の
神
経
、
動
脈
、

静
脈
が
連
続
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
尺
骨
動
脈
で
も
一
部
、
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筋
膜
下
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
下
肢
の
膝
窩
で
は
筋

膜
下
の
血
管
と
神
経
、
こ
れ
に
連
続
し
た
筋
膜
上
の
血
管
・
筋

肉
の
立
体
的
な
表
現
が
見
ら
れ
、
膝
窩
静
脈
と
小
伏
在
静
脈
と

の
関
係
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

部
位
か
ら
考
え
て
、
こ
う
し
た
工
夫
は
、
結
紮
手
技
の
初
歩

的
な
指
導
、
脈
拍
計
測
部
位
と
動
脈
の
位
置
関
係
の
指
導
等
の

た
め
に
改
良
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
紮
部

位
の
表
現
自
体
は
、
た
と
え
ば
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
手

引
き
書
で
の
表
現
と
比
較
す
る
と
稚
拙
で
あ
る
。
し
か
し
、
立

体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
体
解
剖
の
体
験
を
十

分
に
積
ん
で
い
な
い
初
心
者
に
と
っ
て
も
理
解
・
把
握
し
易
く

教
育
的
効
果
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
に
は
、
既
に
、
使
用
対
象
に
よ
っ
て
等
級
分
け
し
た

人
体
解
剖
模
型
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。
九
大
人
体
模
型
に
は
、

ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
を
記
載

し
た
ラ
ベ
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
経
系
、
脈
管
系
、

筋
系
等
に
関
す
る
詳
細
な
局
所
解
剖
学
的
表
現
が
行
わ
れ
て
お

り
、
医
学
専
門
教
育
に
お
け
る
使
用
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た

り
Ｅ
学
荏
司
伊
謝
一

も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
年
以
降
、
東
京
の
医
学
校
兼
病
院
に
お
い
て
は
、
処

刑
人
あ
る
い
は
獄
中
病
死
者
で
引
き
取
り
人
の
無
い
者
を
解
剖

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
多
数
の
解
剖
死
体
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
医
学
校
、
病
院
等
で
は
必

ず
し
も
十
分
な
実
習
遺
体
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、

医
学
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
実
践
的
、
か
つ
即
戦
力
と
し
て

の
外
科
技
法
の
指
導
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
人
体
解
剖
模
型
に

も
こ
う
し
た
用
途
に
合
わ
せ
て
我
が
国
独
自
の
創
意
工
夫
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。


